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輸液と総合ビタミン注射製剤の混合によ り TPN 投与セ ッ トにおける

　　　　　　　　　　滴下速度の減少をもたらす原因の解明†
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　Ihs　well 　known　that　controlling 重hc　infusion　rate　is　necessary ，　when 　administering 乳ot と1［parenteral　nutrition

（TPN ）．　We 　recently 　observcd 　a　sign 丗cant 　reduction 　in　the 　flow 　ratc　caused 　by　sevcral 　brands　of 　TPN 　admini −
・t・ati・n ・ ・i・ g　Hi・aliq

  RF （HRF ）mi ・・d　w 孟th　t・t・1 ・it・mi ・ 軻 ・・d ・ n ．1・ th・ p・e・ent ・・ud ｝  w ・ inve・tig、t，d・ th，
How 　rate　reduction 　mechanism 　belween　several 　bands　oF 　TPN ．　 The 　flow　rate 　decreased　ill　cases 　 of 　TPN 　 solu −

tion　mixed 　with 　some 　vitamins 　for　i両ection 　which 　contained 　lipophilic　vit跏 ns ．　These 　vitamins 　contained

polyoxycthylene（20）sorbitan 　monooleate 　as　a　solubihzer 　of　lipophilic　vitamin ．　A 　reducti （〕n 　of 　the　now 　rate

was 　observed 　in　the　TPN 　administration 　sets　using 　a甬 n −line　iiher　which 　has　a　symmetric 　membmne 紺 ucture ，
whereas 　the 　f註ter　ol

’
the 　asymmetric 　melubranc 　structure 　in　the　TPN 　administra 重jon　set　did　not 　show 　a　now 　rate

reduction ．　The　lowest　now 　rate　was 　observed 　ill　HRF ，　of 　alhhe 　TPN 　so 重utions 　used 　in　the　present　study 　be−

cause 　50％ glucose　in　HRF 　showed 　a　higher　viscosity ，　There　is　possibmly　that　an 　 unstable 　flow　 rate　was 　ob −
tained 　in　the　case 　of 　a　positiollillg　fai［ure 　of 　the 　TPN 　bag　caused 　by　the　patien［，　when 　 adm 孟nistering 　HRF
mixed 　wi 邑h　p 〔，lyoxyethylene（20）sorbi1an 　m 〔m 〔〕oleate 　containing 　total　vita 曲 ns 　fbr　injection．

　　Keywords　　　　in−line　I
’
itter，　infusion　rate ，　total　parenta［　nutrition ，　poLyoxyethy ［ene 　（20）　sorbitan

mOnOOIeate ，　 vitalninS 　fOr　injeCtiOn

緒 言

　Dudrick ら
II
に よ り開発 さ れ た 高 カ ロ リー

輸 液 栄養（以

下 ，
TPN と略 す〉療法 は，経 ［ で の 栄養摂取が 困 難 な患

者 に 対 し必要 不 可 欠 な療法 と して 定着 し て い る ．TPN

療法施行時の 微生 物 汚 染 や 異 物汚染 に 対 す る イ ン ラ イ ン

フ ィ ル タ
ー

の 有用性 は 広 く認 識 され
241

、臨床的 に 常用

され て い る．一・
方，TPN 療 法を行 う際 に は，　 TPN 製剤

中 に ビ タ ミ ン B1欠 乏 に よ る 代謝性 ア シ ドーシ ス を は じ

め とす る代謝
．
改 善等の た め に 総合 ビ タ ミ ン 剤の 添加が 行

わ れ る が 5引 ，先 に木村 ら
m
は，輸液剤 の 点滴速度 に 与 え

る影響 を検討 し，脂溶性 ビ タ ミ ン 剤や 脂肪乳剤の 添加が

TPN 製斉「」の 流出容量 の 減少を き た す こ と を報告 し て い

る．わ れ わ れ は，TPN 基本 液 で あ る ハ イ カ リ ッ ク
  RF
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に総合 ビ タ ．ミン 剤 を添加 したケ

ース に おい て ，輸液セ ッ

ト製 品 の 違い に よ り輸液滴 下 速度 の 減少 を観察 した．今

回，そ の 原 因 に 関 して 検討を 行 っ た の で 報告す る．

実 験 方 法

’．材料 （表 1 〜3）

　輸液 は ハ イ カ リ ッ ク
  RF （500mL ／袋，テ ル モ   ；以

．
卜，HRF と略す）を用 い た．注射

．
用蒸留水は注射用 水（開

栓 型500mL，光製薬  ；以
一
ト
．
，蒸留水 と略 す ）を用 い た．

蒸留水を充填する 輸液 バ ッ ク は，高 カ ロ リー輸液用 ハ イ

カ リ ッ ク
  IVH バ ッ ク （HC −BIOO6A ，テ ル モ 1  ；以下 ，

IVH バ ッ ク と略 す ） を 用 い た．添 加 す る 混 合 ビ タ ミ ン

剤 は M ．V．1，．．− 3注 （5mLfV ，エ ス エ ス 製薬   ；以 ド，

MV 　3 と略 す），ネ オ M ，V．1．− 9 注〔5mLfV ，エ ス エ ス 製

薬 1：株：1 ；以 下 ，
MV 　9 と略 す ），ネ オ ラ ミ ン ・マ ル チ

  V （凍

結乾燥製剤，日本化薬 ；以 ド，NMV と略す），ビス コ ン
 

注 〔5mLIA ，1．Ll之 内製薬  ， ；以 下
，
　 VCS と略 す ），ま

た，溶解補助剤 は 0．028％ ポ リ オ キ シ エ チ レ ン （20）ソ ル

ビ タ ン モ ノ ラ ウ レ
ー

ト 〔以 下，T20 と略す），1．6％ ポ リ

オ キ シ エ チ レ ン （20）ソ ル ビ タ ン モ ノ オ レ エ ート （以
一
1・
．
，

T80 と略す），　 T20 と T80 の 混含液 〔0．028％　T20 ，1．6％

T80 ；以 下 ，　 T20 十 T80 と略す） は エ ス エ ス 製 薬  よ り提

供 を受けた．対称膜 フ ィ ル ター
！i　47 （直 径 47mm ，ボ ア

サ イズO．2uin ）は 日本 ポー
ル   よ り提 供を受 け た．フ ィ　　　　　’

ル タ
ー

ハ ウ ジ ン グ の PP （ポ リプ ロ ビ レ ン ）製プラ ス チ ッ

ク フ ィ ル タ
ーホ ル ダー〔PP − 47，ア ドバ ン テ ッ ク 東洋

  ；以 下．フ ィ ル ター・ホ ル ダーと略す）お よ び フ ィ ル タ
ー

ホ ル ダー
使用時の 回路 （1

一
上 部 回路 ；L 筒組立品，ポ リ塩

化 ビニ ル チ ュ
ーブ （1000mm ），ロ ッ ク コ ネク タ

ー，下 部

回路 ；ロ ッ ク コ ネ ク ター，ポ リ塩化 ビニ ル チ ュ
ー

ブ 〔300

mm ），ロ ッ ク コ ネ ク タ
ー

ア ダ プ タ
ー

組立品．．1；以 ド，輸

液 回路 と略 す ）は テ ル モ   よ り提供 を受け た．輸液 セ ツ

表 1．主 な実験材 料 と略号

材 料 略 号

輸 液 ハ イカ 1
丿ックRF

・M500mLf
袋 ）

注 射 用 蒸 留 水 （500mL ／本）

混 合 ビタミン剤 M ．V 、【．−3注 （5mL ／V ）

溶解補助剤

輸液 セッ ト

輸液回 路

その 他

ネオM ．V ．【．−9注 〔5m ／V ）

ネオラミン ・マ ル チ
ev

（乾 燥 凍 結 製 剤 ：蒸 留 水5mL で 溶解 ）

ビス コ ン注駄 5mL〆A＞

0．028％ ポリオキシエ チ レン （20＞ソル ビタンモ ノラウレート

1．6％ ポリオ キシエ チ レン（20）ソル ビタン モ ノオ レエ
ー

ト

T20とT80の 混 合液

テル フ ユ
ージョゾ 高力ロ リー輸液セッ ト

高力ロ リ
ー輸液用 ニ プロ フィル ターセ ッ ト

JMS 輸液フ ィル ター付輸液セ ット

上 部回路 〔L筒組立 品、ポリ塩 化 ビニ ルチ ュ
ーブ，ロッ クコ ネク

タ
ー

），下 部 回路 （ロ ッ クコ ネクター，ポリ塩化 ビニ ル チ ュ
ー

ブ「ロ ッ ク

コ ネ クタ
ー

アダプター組立 品）

高力口
「
丿
一輸液用 ハ イカ 1

丿ック向VH バ ッ ク　　　　　　　　　　 IVHバ ック

対 称膜 フ ィル タ
ー

〔直径47mm 、ボアサイズ0．2μ m ）　　　　　　 対 称膜フィル ター¢
PP （ポリプロ ピレン ）製プラス チ ッ クフィ ル タ

ー
ホ ルダー　　　　　 フィル ターホル ダ

ー

HRF

蒸 留 水

MV3MVgNMVVCS

τ20T80T20

＋T80TRM
−SNPR
−SJMS
−S

輸液 回路

表 2．混 合 ビ タ ．ミ ン 剤の 組成

組 　 成 ビス コ ゾ 注 ネオラミン
・
マ ル チ

ev
　　MV 【

−3注 　　ネオMV ［
−9注

　 　 　 　 VA

　 　 　 　 VBl

　　 　　 VB2 （リボフラビンとして）

　 　 　 　 VB6

　 　 　 　 VB12

　 　 　 　 VG

成　 分 　　VD2

　 　 　 　 VE

　 　 　 　 VH

　 　 　 　 VK

　 　 　 　 ニ コ チ ン 酸 ア ミド

　 　 　 　 ハ ン テノール

　　 　　 葉酸

10mgsmg

200mg

33001∪

　 3mg

　 4mg

　 4mg10

μ 9100mg10

μ 915mgO

．1mg
　 2mg40mg

　 lsmgO

．4mg

5μ 9

60 μ 9

0．4mg

33001U

　 3mg3

．6mg
　 4mg100mg200

［U10mg

40mg15mg

添加 剤

ポリオ キシ エ チ レン（20 ）ソル ビタン モ ノオレ エ
ー

ト（T80）

ポリオ キシエ チレ ン （20）ソ ル ビタンモ ノラウレ
ー

ト（T20 ）

プ ロ ピ レン グリコ
ール

L一塩 酸ヒス チ ジン

ジブチル ヒドロ キシトル エ ン

ブチ ル ヒドロ キ シア ニ ソ
ール

ゲン チ ジン 酸 エ タノ
ー

ル ア ミド

60mg

50mg

1．59

80mg1

．4mg1
、59

　0．1mgO
、025mg100mg
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表 3，輸 液セ ッ ト中 の フ ィ ル タ
ー

の 比 較

項 　 目 TRM −S NPR −S、　 JMS −S
膜製造

膜構造

ボア サ イズ

ハ ウジング 形 状

有効ろ過面 積

寸法

プライミン グボリュ
ーム

容器 材 質

セ ル フベ ン ト材 質

膜材質

U．S．−Filter　Japan
非 対 称膜

0．2μ m

フラ ッ ト丸型

9．1cm247mm
（フ ィル ター部直径 ）

2．2mL
ボ リカ

ー
ボ ネ

ー
ト

ポ リテ トラフル オ ロ エ チ レン

ポリエ
ー

テ ルス ルフォン

Pall

対 称 膜

0．2μ m

フラット角型

10cm266

× 33mm （外径）

2．4mL

変性アクリル 樹脂

ポリテトラフ ルオ ロ エ チ レン

ポ リエ
ー

テル ス ル フォン

トは テ ル フ ユ
ー・

ジ ョ ン
．
◎1

高 カ ロ リー
輸液 セ ッ ト （TS −F357

Lll ，テ ル モ   ；以 下 ，　 TRM −S と略す），高 カ ロ リー
輸液

用 ニ プ ロ フ ィ ル タ
ー・．一

セ ッ ト （FG −20BY −N ，1：侏：1ニ プ ロ ；

以 下 ，NPR −S と 略 す ），jMS 輸液 フ ィ ル タ
ー

付 輸 液 セ ツ

1・〔216D　JY−F600BD ，　 ll桝篳
1 ジ ニL イ ・エ ム ・エ ス ；以 1’

．
，　 JMS −

S と 略す ），TRM −S お よ び JMS −S に は，注射針 と して ニ

プ ロ デ ィ ス ポーザ ブ ル 注射針 〔FLOMAX 　 22G × l　 l／ 4

S．B ．，  ニ プ ロ ） ま た は ニ プ ロ デ ィ ス ポ ー
ザ ブ ル 注射針

．

〔FLOMAX 　21G× ll ／ 4S ．B．，蘇：1ニ プ ロ ）を用 い た．

2． 走査型電 子 顕 微鏡

　走査型電 r顕微鏡 （LY．1・
．
，　 SEM と略 す ）は，　 TOPCON

ABT −．150S 型 を 用 い た ，試料 の 調 製 に は 金 蒸 着 法 を 用

い た．

3． 試 験方法

　　
・
定 の

．
高 さ に 固定 した HRF を

，
8Cm の 高 さに 固 定 し

た ラ イ ン 先 端部か ら 自然落下 で 滴 トした．一．
定時 間 の 滴 卜

．

覃量 〔滴
．
ド速度）を測定 し各々 の ケー

ス に お い て 比 較検 討

し た ．

　 1 ）試験方法 A 〔：添加 斉ll配 合 nfl後で の 比 較）

　各輸液セ ッ トの ロ
ー

ラ
ー

ク レ ン メ は す べ て 全 開 と し，

HRF 滴下 開始後 お よ び 各添加剤 5n1Lを配 合 後 は 各 々 10

分 間滴 1・
．
した 後 に 輸液重量 の 測定 を開 始 した．HRF500

mL を基本 液 と し，輸液バ ッ ク の 高 さを15〔〕cm に 固 定し

て 8cm の 高 さ に ラ イ ン 先端部 を 固 定 し2〔｝分 間 滴 下 し た

輸液重 量 （CW ）を 測定 し，その 後添加剤を配合 して20分

間滴下 輸液重量 （TW ）を！ll掟 した．結果 は変化率 （％ ）

「TWICW × 1001 と して 比較検討 した．

　 2 ）試 験 方法 B 〔臨床的条件 に よ る 試験）

　最 初 に各添加剤 5mL を HRF 　500mL に 配 合 し，20分間

滴
．
「
・．
した 輸 液重 量 を測定 し比．較検討 した．

　3 ）試験方法 C （単純 試 験 ・蒸 留水 を用 い た T80 の 影

響 の 検 訓

　且VH バ ッ ク に 充 填 した 蒸留水500mL を基本 液 と し，

バ ッ ク の 高 さを⊥20cm に 固 定 して 8cm の 高さに ラ イ ン

先端部 を固定 し 5 分問滴下 した 輸液重量 を測 定 し，そ の

後 T80 を 5mL 配合 し て 5 分 間 滴 卜
．
し た 輸 液 重 量 を 測 定

し比 較検詞
’
した．こ の 試験 で は，対

．
称膜 フ ィ ル タ

ー
φ47

を装 着 した フ ィ ル ターホ ル ダー
の 輸液同路 を用 い た．

　’t）試験方法 D （高 さの 違
．
い に よ る 流量 の 比 較）

　HRF500 【nL に ビ タ ミ ン 剤 （MV 　3 ：5mL 十 MV 　9 ： 5

mL ）を混 含 し固定す る 高 さ を150cm ，120cm ，90cm，60cm

に変 え，20分 問 の 輸 液重 量 を 測定 し比 較検討 し た ．な お，

高 さ訓 整 の た め に各時間群 の 問 に 1 分間の イ ン タ
ーバ ル

を設け た．

4．　 統計学的処理

　多群問の 比較 に は onc −way 　 ANOVA 　Canalysis　 of　 vari −

ance ）を 用い ，各群間の 検
’
定 は BonferronifDunn 法を用 い

た．試 験 の 結果は すべ て 平均値 ± 標準偏差 〔mean ± S，D ．）

で 示 した．

結果お よび 考察

1． ビタ ミ ン剤添加 に よ る滴下速度 の 変化 とその 原 因 と

なる成分の 検索

　試験 方 法 A に よ り，TRM −S．　 NPR −S，　 JMS −S を用 い て

HRF に 各温合 ビ タ ミ ン 剤 を配合 した 「狗後 の 試験結 果 を

表 4 に 示 した．TRM −S を 用 い た 場合 に は，混合 ビ タ ．ミ

ン 剤 を HRF に 配 合 し た前 後 で 滴 下 速 度 の 明 ら か な 差を

認 め な か っ た．NPR −S お よ び JMS −S を 用 い た 場合 に は

VSC ，　 MV 　3 を配介 した 前後で 滴 「
・．
速度 に 差 を 認 め な

か っ た が，MV 　9 ，MV 　3 十 MV 　9，NMV を 配 合 した 場

合 に 滴 下 速 度 は約40％ に 減少 した ．NPR −S お よ び JMS −

S 使 川 時 の 滴
．
ド速 度 を減少させ る 混合 ビ タ ミ ン 剤 は，脂

溶性 ビ タ ．ミン 剤 を含む NMV と MV 　9 で あ っ た．

　今 回 用 い た 4 種 類 の 混 合 ビ タ ミ ン 剤の 組成 は 表 2 に 示

した とお りで ある が，影響 を及 ぼ した 混合 ビ タ ミ ン 剤 中

の NMV に は T8〔〕が，　MV 　9 に は プ ロ ピ レ ン グ リ コ
ー

ル，
T20 ，　 T80 が 溶解補 助 斉「」と して 添加 さ れ て い る．プ ロ ビ

N 工工
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表 4．混合 ビ タ ．ミ ン 剤 の 滴下 速 度 に 及 ぼ す影 響

添加剤
変化率 （％ ）

TRM −S NPR −S JMS −S
CONTROL

　 VSC

　 MV3

　 MV9MV3

＋ MVg

　 NMV

1DO．5102
．599
．899
．599
、8100
．0

96．6101
．197
．641
．641
．947
．1

9ア．098
．696
．643
．441
．244
．0

変 化率 〔％ 〕＝混 合ビタミン 剤配合 後の滴 下重量 ／ 初期 滴下重 量 ×100
初 期 ．滴 下開始後 10〜30分の 20分間

混 合ビタミン 剤配 合後 ：滴 下開 始後 40n・60分の 20分間

表 5，溶解補助 剤の 滴下速 度 に 及 ぼす影響

溶 解補助剤
変 化率 （％ ）

TRM −S NPR −S JMS −S
　 T20

　 T80T20

＋T80

102．299
．899
．7

97．239
、33B
、5

91．141
．542
．5

変化率 〔％ ）≡溶解 補助剤配 合後の 滴下 重量／ 初期滴下 重 量 × 10Q

初期．滴下開始後10〜30分の 20分間

混合 ビタミン剤配 含後 ：滴下 開始後 4e− 60分の 20分間

レ ン グ リ コ
ー

ル は 滴下速度 に 影響・の な か っ た MV 　3 に も

添加 さ れ て い る た め 影響 成 分 か ら除 外 し，T20 と T80 を

影響成分 と予測 した．

　試験方法 A に よ り，TRM −S，　 NPR −S，　 JMS −S を用 い て

T20 ，　 T80 ，　 T20 ＋ T80 を添 加 した 前 後 の 試験結 果 を表 5

に 示 した．TRM −S を 用 い た場合 に は ，各溶解補助剤 を

配合 した前後 で 滴下 速度の 明 らか な差を認め なか っ た．

NPR −S お よ び JMS −S を用 い た 場 合 に は T20 を 配合 し た

前後 で 滴下速度 の 明 らか な差 を認め な か っ た が，T80 と

T20 ＋T80 を配 合 した場 合 に は 滴 下 速度 は 約40％ に 減少

し た．こ の 結果 ，T80 を主 な影響成分 と考 え た．

　試験方法 B に よ り，NPR −S と MV 　3 ＋ MV 　9 ，MV 　9 ，

T20 ＋T80 を用 い た結果 を図 1 に 示 し た．滴下 20分 後 の

流 出 液の 重量は，コ ン トロ
ー

ル 群が86．1± 1．1g，　MV 　3 ＋

MV 　9 配 合 群が 40．4 ± 2．1g，　MV 　9 配合群が 4L5 ±3．7g，　T

20＋ T80配合 群 が 39．7±2．3g，
　 T80配合 群 が37．9± 2．9g

と なり，コ ン トロ
ー

ル 群 に 対 して 各配合群が 有意 に低下

し た が ，配合群の 4 群問で 有意 差 は な く，20分 後の 滴 下

重量 も近似値 を示 した．こ の 結果 よ り，滴 ド速 度 に影響

を 及 ぼ す 主 因 r一は T80で あ る と推察で きる が，　 HRF に

含 ま れ る 成 分や フ ィ ル ターを構 成 す るハ ウ ジ ン グ の 影響

も考 え られ る ため ，こ れ らの 影響 を排 除す る た め ，蒸留

水 を用 い た 試験 を試 験 方 法 C に よ り行 っ た，すなわ ち

対称膜 フ ィ ル タ
ー

φ47を装 着 した フ ィ ル タ
ー

ホ ル ダ
ー

の

輸液回路 を用 い て 蒸留水群 （コ ン ト ロ
ー

ル 群 ；n ＝3 ）

と T80 配 合群 〔n＝＝3）に よ る滴下 試験 を行 っ た．コ ン ト

ロ
ー

ル 群 で は，最 初 の 5分 間 の 重量 が 54．7± 1．Og，次 の

5分 問 の 重量 が 54．7± 0．7g で 変化率 は99．9％ で あ っ た

の に 対 して，T80配合群で は，最初 の 5 分間の 重量 が 54．5

± 0．5g，次 の T80 を配 合 し た 5 分間 の 重 量 が 34．1± 0．3g

へ と減少 し変化率 は62．6％ で あ っ た．以 上 の 結．果 よ り，

滴 下 速度 に 影響 を 及ぼ す主 因子 は T80 で あ る こ と が 明 ら

か と な っ た．

2． 輸液セ ッ トに由来す る影響因子

　輸液セ ッ トの 違 い に よ り滴下 速度 に影響す る場合 と し

な い 場 合 に 分 か れ た．そ こ で ，3 者 の 輸液 セ ッ トの 違 い

を比 較検討 した．表 3 に 示 した と お り滴 卜
．
速度 の 変化 を

認 め な か っ た TRM −S の フ ィ ル タ
ーは U ．S，−Filter　Japanで

製 造 さ れ た もの で あ り，変化 を 認 め たNIP−Sお よ びJMS −

S は Pailで 製造 され た 同
一
の フ ィ ル ターで あ る た め ，滴

下 速度減少 の 主原因 は フ ィ ル ター
の 違 い に よ る もの と推

測 した ．両 フ ィ ル タ
ー

の 明 らか な 相違点 は 膜構造 で あ

る ．すなわ ち，TRM −S の フ ィ ル タ
ー

に 使 用 さ れ て い る

）
0

σ

bO（
−

80

60

40

20

0GONTROL
　　MV3 ＋MV9MV9T20 ＋ T80

図 1．総 合 ビ タ ミン 剤 と 溶解補助剤の NPR −S へ 及 ぼ す 影響

　　 One −way 　ANOVA （n 二6 ） mean ± S．D ．

T80

CONTROL に 対 し て MV 　3 ＋ MV 　9，　 MV 　9 ，T20 ＋T80 ，　 T80は

各々 有 意 に 低下 （＊
：p＜0．OOI％ ＞

MV 　3 十 MV 　9，　 MV 　9 ，T20 ＋T80，　 T80 の 4 群．岡　 N ．S、
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対称膜 Pall膜 非対称膜 US 膜

圃

區 画

図 2．フ ィル ター断面 の SEM 像

　　 Pall膜 ；高力 冂 リ
ー
輸液用ニ プ ロ フ ィ ル タ

ー
セ ッ トFG −20B 　 Y−N ，

　　 US 膜 ；テ ル フ ユ
ージ ョ ン  

高 カ ロ リ
ー

輸液セ ッ トTS −F　357Lll
　 　 QOKv × 5〔〕0）

U ．S．−Firter　 Japan膜 （以 下 ，　 US 膜 と略す）は 上 ［
・』
で 孔径

の 異 な る 非対称膜 で あ り，NPR −S お よ び JMS−S に 使用

され て い る Pall膜 は ヒ下 の 孔径 が ほ ぼ 均
．．・

な対称膜 で

ある （図 2），こ の 膜構造 の 違 い が 滴 下 速度 に 影響 す る も

の と 考え られ た．

表 6．輸 液 セ ッ トの 違 い に よ る HRF の 流量 の 変化率

輸 液セッ ト　 対 照群 （g）　 ビタミン 配 合群（g ）　　 変化率（
orb

）

3． 輸液 セ ッ トの 違 い に よ る滴 下 速度 の 比 較

　試験方法 B に よ り輸液セ ッ トの 違 い に よ る 滴 卜
．
速度 を

比較検討 した．その 結果，対照 群 に 対す る ビ タ ミ ン 剤 配

合 に よる 変化率 は，TRM −S が99．6％，　NPR −S が47．0％，

亅MS −S が 39．6％ で あ っ た （表 6 ）．

　 TRM −S と NPR −S を用い て 試験方法 D に よ り高 さの 違

い に よ る 滴下 速 度 を比 較検討 した結果 を図 3 に 示 した．

滴 下 速 度 は 高 さに比 例 し，液 量 減少 に よ る 経時的な 滴 卜
．

速度 の 減少 は 少 な か っ た．NPR −S は TRM −S の 68％ の 滴

下 速度 で あ っ た．

TRM −S
〔n≡3）
NPR −S
（n
≡6）

JMS −S
（n＝3）

54．7± 2．586

．1± 1．189

．2± ↑．5

54．5± O．840

．4 ± 2．135

．3±O、7

99．6

）　

O

σ
b8（

47．O39

．6

60

40

20

0

変化率 〔％ ）
＝ビタミン配 合群 〔MV3 十 MV9 ）／ 対照群 x100

対照群 ：HRF
ビタミン配 合群 ；HRF ＋ビタミン 〔MV3 十 MV9 ）

（mean ゴ：S．D．）

　以 上 の 結果 よ り，総合 ビ タ ミ ン剤添加 に よ る滴下 速 度

の 減少 は フ ィ ル ター
に 用 い る 膜構造 に原因が あ る と考え

られ た．また，こ の 時滴 下 速度 に 影響 を及 ぼ す主因 子 は

総 合 ビ タ ミ ン 剤 に 含 ま れ る T80 で あ る こ とが 明 ら か と

な っ た．先 に木村 C
）
　
Sl・
は，　 TPN 製剤中に 脂溶性 ビ タ ミ ン

剤や 脂肪乳剤を混 合 す る こ とで ，そ れ ら に 含有 され て い

TRM −S ： 一 一一一・

150 120 90 60　 （高 さ ： cm ）

mean ± S．D ．　　（n ＝3）

図 3，高 さの 違 い に よ る 滴 下 流 量 の 比較

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society of Pharmaceutical Health Care and Sciences

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoeutioal 　Health 　Care 　and 　Soienoes

医 療薬学 Vol．29，No ，2 （2003）
164 − 　　　一一．一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一一一．．・

る 界而活性剤 で あ る HCO −60が TPN 液 の 表面 張 ノJ を低

卜
．
させ，滴容量 の 減少 か ら流 出 容 量 の 減少 を きた す と し

て い る，今回わ れ わ れ の 検討で は表而張ノ」を測 定 して い

な い が，溶 出 量 を減少させ る T80で も TRM −S 使用時 に

溶出量減少 が み ら れ な い こ とか ら，界而活性斉「」に よ る 表

面張 jJの 影響 は 無視 し うる もの と考え ら れ る．　 US 膜 の

ように 膜 の 上 下 で 孔径 の 異な る非対称膜 は，フ ィ ル タ
ー

と して の 機能 を主 に小 孔径部分 が 担 っ て お り，膜 の 上 部

が 大孔径 とな っ て い る た め 流 量 が 得 られ や す く，Pall膜

の よ うに 内 部の 孔径 が ほ ぼ 均
一

的対
．
称膜 は，異物 を膜表

而 お よ び 内部で 捕捉 す るた め 非対 称膜 と比較 し て 流量が

得 ら れ に くい ．今回 の 結果 で は ，表 3 に 示す よ うに ハ ウ

ジ ン グ形状 や 有効 ろ 過面積な どの 違 い に よ り，対
．
照群で

US 膜 の 流 量 が 小 さ く，PaLl膜 の 流量 が 大 きい 結果 と な っ

た．しか し，ビ タ ミ ン 配合群 で は
，
Pall膜 の み の 流量が

40％ に 減少 した．T − 80が US 膜 に 対 して どの よ うな 影

響を 与えて 滴下 速度 を｝成少 さ せ て い る の か は不明で あ る

が ，T80 を含有 した薬斉「」を HRF に 混合 して 対称膜の フ ィ

ル タ
ー

を使用 して い る輸液 セ ッ トを 用い て 点滴 す る時 ，

体位 に よ り輸液 を 十分 な高 さ に 確保 で き な い 場 合 に は ，

適切な滴下速度 が 得 られ な い 可 能性 が あ る た め 特 に 注意

す る必要が あ る．
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